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1.はじめに
2006年度より鳥取大学F付属特別支援学校 (2007年度校名変更，それまで鳥取大学附属養護
学校)に国公立特別支援学校においては初めて高等部専攻科が開設され，全国から注目される
中，今年で 3年尽を迎えた。そこで本稿では，開設の患いや経緯，これまでの実践研究をまと
め学校から社会へJr子どもから大人へ」の移行支援の視点から成果と課題を考察し，今
後を展望する。
2. 専攻科設置に向けて
(1)なぜ専攻科なのか
特別支援学校の高等部を卒業する
と，多くの生徒が更生施設や授産施設，
企業へと進路先を決めている。企業就
労しでも，人間関係づくりの難しさか
ら離職する人もいる。障害があるから
こそ，もう少しゆっくり学びの場を保
障する場が必要なのではないのか。青
年期・成人期の「自分づくり Jや自立
支援・地域社会生活への移行支援がニ
ーズになっているのではないのか(関1)0
予響年織のf自分づくり』や自立支緩・地域社会生活への移行支援が
社会約なニー ズになっているのではないのか。
就労スキルはあっても、
コミュニケー ションがもう少し・.盆
就労しても、地織での
生活自立!こI3t蓄がもてない・
重喜毒事務3年隠でi立、
自己認毅毒事がまだ不十分・..
鴎] なぜ専攻科なのか
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私立ではすでに全国で 7校が普通科の専攻科実践を試みており，本校でも 18歳時点での就労，
職業訪日続，福祉サービス利用(福祉就労)以外の進路の選択肢が広がればという思いであった。
(2)設置の基本理念
そこで校内専攻科設置委員会を立ち上げ，私立の先進校を保護者とともに規察し，本校独自
の専攻科を模索した。そして青年期はアイデンティテイの形成期・社会自立への準備活動期で
あるという特徴をふまえ，青年期の移行支援教育として，①普通科の専攻科，② 2年命u(1学
年定員 3名，計 6名の複式縞成) ，③社会参加・地域生活を促す f青年期の自分づくり j を基
盤とした教育課程をめざした。
開設後，次期専攻科生募集に向けた専攻科説明会のため， リーフレット(概要説明)を作成
した。そこでは専攻科は学生一人一人の“自分づくり"を支援して，自立した豊かな社会
生活に移行する力を育てますJ，そしてさらに「こんな気持ちで学びたいみなさんを待ってい
ます。もっとゆったりと豊かに・・・」として次のような学校側が求める生徒像を挙げた。
O “自分らしさ"をみつけ，もっと自分に自信をつけてから社会に出たい。
Oもっといろいろなことにチャレンジしてみたい。
O社会生活の仕方をじっくりと学び，くらしを豊かにするカをつけたい。
Oいろいろな職場体験をしてから，自分がやりたい仕事をみつけたい。
O人との関わりをもっと広げ，コミュニケーションのカを高めたい。
O自分の楽しみを広げ，余暇の時間が上手にっかえるようになりたい。
O調べたい研究をして，自分の思いが相手に上手に倍わる発表がしてみたい。
Oグループホーム体験で，地域の仲間と暮らす学習がしたい。
O一人暮らしもできるようになりたい・・・。 等
3. 高等部専攻科の概要
(1) g標 本校の学校教育問擦は，
「楽しい学校生活の中で， w自分づくり』を基盤として，一人一人のカを精一杯伸ばし，
くことに喜びを持ち，社会の一員として豊かに生きる人聞を育成するJ
~豊かな心を持ち，生活を楽しむ子~
である。これを受けて， 専攻科のめざす生徒像は，
社会への関心を持ち，様々な人と関わりながら，積槌的に社会へ参加しようとする青年J
~まずやってみよう 自分を見つめ 広い社会へとびだそう~
これまで積み上げてきた学習や心の育ちを大切にしながら，“社会へ"“大人へ"の移行を意
識した目襟である。
鳥取大学生渡教育総合センター研究紀要 第5号 2008 (2009年1月発行)
(2)教育課程
教育 g標を達成するため，これまで積み上げてきた学習
を統合し，継続して発燥させながら力をつけていくもの，
新しく取り入れていくものを整理しくらしJr労働Jr余
暇Jr教養Jr研究ゼミ Jの 5領域で編成することにした(図
2)。
教養(知の出会し、)と研究ゼミ(知の探求)での知識，
くらし(生活・健康)，労働(生産・進路)，余暇(リフレ
ッシュ・文化)での体験的な学習活動を展開する中で，“青
春や主主きがい，主体的な社会参加"を準備していく。
特に教養や研究ゼミでは，交流やゲストティーチャーなど
外部からの働きかけや社会資源、を活用し，くらし・労働・余
図 2 教育課程構想、図
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暇の経験をもとにした領域でのカの伸長に生かす。 5領域の学習における様々な出会いの体験
から発見へ。すなわち，自分探しを通して本物の体験を実現し，生きがいを感じて自己を発揮
する。そして自分を見つめ，白日をコントローノレして“積極的に社会に参加する青年"に育つ
ことを期待する。
( 3 )週時程表
適時程は，生徒の実態に合わせながら少しずつ改訂し，今年度は表 lの通りである。
月 火 7J<. 木 金
8:40 ~ 9:00 登校・着替え・ミーティング
9:10 ~ 10:00 くらし(健)
1 0:00 ~ 10:30 くらし(ふれあい)
① 10:30 ~ 11 :20 くらし くらし(食) 研究ゼミ 労働 教義
② 11:20 ~ 12:10 
12:10 ~ 13:20 昼食・休憩
③ 13:20 ~ 14:10 労働 余暇 余暇 万五/ くらし
④ 14:10 ~ 15:00 fIj'紛・ミーティング
15:00 ~ 15:15 清掃・ミーティング 清掃・ミーティング
表 1 2008年度高等部専攻科適時程表
I単位時間は 50分間で，ーコマ 2単位 100分授業で，コマ数が少なくゆったりとした時間
が保障されている。一日は，今日の予定を確認するミィーティングから始まり，その後すぐ50
分間の「くらし(健康)Jでウオ}キングへ出かける。行き先はその日の担当が決める。帰る
とティータイム。お茶を飲みながら仲開と田鑓，学級費でとっている新簡を見る。これは大人
のたしなみである。そして，心に残った記事を帰りのミィーティングで発表する。また毎週火
曜日は給食がカットされており，戦のウォーキングを兼ねて貿い物をし，午前中に「くらし(食)J 
で昼食をつくる。帰りには，協力して教室に掃除機をかけるなど清掃をして一日が終わる o ま
た一部であるがくらし(食)J と「教養j は，教科扱当制をとり，担任以外の教員も授業
山本恭子他・鳥取大学附属特別支援学校の高等部専攻科における取り組み
20 
に関わるようにしている。
( 4)教育内容
5領域の教育内容として参考にしたのが市販の「自立を支援する社会生活力プログラム ・マ
ニュアノレJ (注 1) である。ここでは第 I部 生活の基礎をつくるj， I第 2部 自分の生活
をつくるん「第 3部 自分らしく生きる J， I第 4部 社会参加するj， I第 5部 自分の権利
を生かす」の 5部門とそれぞれの中にモジューノレ(単元 ・項目)があり，健康管理 ・家庭管理
・障害者関係の法律と施策など 25のモジューノレで構成されている。 この 25のモジュールを
すべて学習できるように年間計画(表 2)を作成している。
また本校では独自に「段階別教育内容表」を策定しており， 2008年度の改訂版では，専攻科
対象の段階も加えた。一人一人の個別の教育支援計画における各学習の目標設定には段階
別教育内容表」を参考にしている。
(5)高等部本科までとの違いは
本校は人は発達していくものJI人との関わりの中で自 己形成していく Jという“自分づ
くり"を大切にし，その支援として自己肯定感や自 己有能感の積み上げを大切にしてきている。
これをベースにすることは専攻科も共通している。その上で，Iより自分で，より自分たちで」
解決に取り組んだり ，青年としての生き方(移行の準備学習)を考えてアイデンティティを確
立しようとしたりする点が高等部本科
以上に求められていることを専攻科の
特性と考え，次の 3点を特に大切にし
ている
①自分で ・自分たちで
“七転び八起きの自分づくり(図 3)
②見守り支援
③人との関わり
“見守り支援"というのは， 教師がで
。 o CコメよL-! .l， 
-~るぞ 上〆
図 3 七転び八起きの自分づくり
きるだけ，手出し ・口出しを控え，生徒に委ねるということである。失敗をしても，振り返り
学ぶことでより自立的な自己肯定感が生まれる。そのためには， じっくりと振り返り，再チャ
レンジする時間の保障をすることが必要である。また，“自分づくり"に人との関わりは欠か
せない。憧れたり，いろいろな価値観に出逢ったり，葛藤したりすることを通して自己を見つ
め直し，新しい自分の考え方や価値観を形成していく 。そのためにも仲間や同世代の友だちと
の交流，校外の人々との出会いを多く設定していくことの重要性を考えた。
4. 5領域の実践例
「専攻科ではこんなことにチャレンジしたいj と，専攻科第 l期生が教師とともに模索し
ながら各領域の学習内容を立案しスタートした。そして反省 ・評価を繰り返しながら，また生
徒の実態に合わせて少しずつ各領域の学習内容を見直し 3年目を迎えている。 「これは是非
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続けたい」と i年目から受け継がれているいくつかの専攻科行事もあり，専攻科の伝統がつ
くられようとしている。ここでは， 5領域のそれぞれの学習のねらいと主な実践例を挙げなが
ら，成果と課題を検討する。
(1)くらし
ねらいは家庭生活に必要な知識や技能を身につけるとと
もに，積極的に社会参加する意欲や態度を身につける」である。
くらしの学習には 3種類ある 。 日常生活全般のスキノレアップ
や定着を目的とした「くらし」の学習，自分一人で調理する力
をつけるための「くらし(食)Jの学習，体力向上や肥満予防の
対策としての「くらし(健)Jの学習である。
(ア) rくらしJの学習の内容は生活全般で多岐にわたるが、主 写真 1r話し合って決めるJ
なものとしてグ、ノレープホーム体験，金銭管理，行事の立案や計画
などである。 (写真1)なかでも行事に関する学習が大半を占めている。校内宿泊，鳥大合宿，
ふれあいまつり，研修旅行などの行事の前には，事前に自分たちで考えたり意見を出したりし
て取り組んでいる。活動後には，作文を書いたり話し合いを行ったりして，必ず個人で，また
は全員で振り返りをし，次回に生かすようにしている。
こんな頼もしい出来事があった。校外学習で「やまびこ館j に行く計画を立てていた時のこ
とである。生徒 A 君が「当 R雨が降ったら、お弁当どこで食べるワ」という問し、かけに対し
て、別の生徒 B 君が「それじゃ今度の日曜日に僕が下見をしに行ってみるよ。」と自主的に答
えた。休日に B 君は実際に下見に行き 部屋を予約してきてくれた。当日は風の強い日であっ
たが，そのおかげでみんなが暖かい部屋で弁当を食べることができた ・・ ありがとう B君。
感謝 ・感謝。 これは，みんなのために自分で考えて主体的な行動がとれ，友だちから大変感謝
され自信をつけた B君の事例である。
(イ)くらし(健)
くらし(健)では，天気のいい日は，60分間のウォーキングを行っている。その日のコー
スはウォーキングの先頭の生徒に任せている。学校から伏野海岸に行ったり，湖山池沿いを歩
いたり，鳥取大学を往復したりする。最初の頃は、先頭の生徒がマイペースで歩いていたが，
だんだんと自分のペースに後ろの生徒がついてきているのかを気にしたり，後ろが離れている
と止まって待っていてくれたりという配慮ができ，先頭として友だちを気遣いながら，みんな
をリードすることが上手になった。
冬季や雨の日は、教室でバランスボーノレを使って体操し
たり，ストレッチをしたり ， ピリーズ ・ブート・キャンプ
の体操をしたりしている。 これはふれあいピック(運動会)
の専攻科の演技につながった。
ウォーキングの効果を一番あらわしているのは，体重の
変化である。なかでも 10kgの減量につながった生徒もいる。
しかし，長期の休み明けには、また元に戻る・ ・・。 いか
にワォーキングの継続が重要かが分かる。毎朝のウォーキン写真 2 湖山池一周ウォーキング
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グの積み重ねの成果の学習として，山登りに挑戦したり、一周 16kmの湖山池を歩ききったり
する体験をした。達成感 ・充実感を味わうことのできるひとときだった。 (写真 2) このウォ
ーキングを休日の余暇にも発展させ，浦富マラソン大会やふくべ・らっきょう花マラソン大会
のウォーキング部門に参加した o まさに，朝一番のウォーキングは，卒業後の余暇活動にもつ
ながる貴重な学習である。
(ウ)くらし(食)
毎週火曜日のくらし(食)では、 1週日は計画の日 2
・3週目は調理の日として 3週間を 1サイクルとして行
っている。
1週日の計画の日には，前半を「ワンポイントレッスンJ
として，野菜の切り方や計量カップ ・計量スプーンの使い
方等，調理にかかわる基礎的なことについて学習をする。
そして後半の計画では，テーマの「基本j をもとに「簡単J
かっ「栄養ノ〈ランスJ を考えてメニューを選んでいる。テ 写真 3r自分で自分の分を作る」
キスト本の漢字に苦労する生徒も多いが，それぞれが辞書
等で調べる時間を確保し，作り方をしっかり読むことでイメージできるようにしている。
また調理では，危険でない限りできるだけ見守り支援をしているので、初めての調理の時に
は，こげたり時聞がかかったりするなど改善点が多い。 しかし，なぜそうなったのか，そして
次にはどうしたらいいのかなど，自分で気づいたり友だちに指摘されてわかったりすることも
多い。 2度続けて同じメニューを調理することで，振り返りや反省したことを生かし， リベン
ジできるといういい機会になっている(写真 3)。 ジャガイモの皮むきに苦労していた生徒が，
2度目の調理の買い物ではむきやすいようにとメイクイーンを選んだり，事前に家で練習した
り，学校で作った料理を家族に作ってあげたりする生徒がいるなど，学校での調理が家庭での
生活に確実につながっていることをうれしく思う 。
(2)労働
一一一一--『 ー」園
「働くことの意義が分かり，主体的に働こうとする意欲や
態度を身につける Jことをねらいに取り組み，現場実習(写
真 4)や，校内での労働体験，進路についての学習などを行っ
ている。現場実習は年 2回実施し，期間は 2週間を目安として
いる 。実習先は，本人と保護者との相談で決定している。ま
た校内では，体を使つての「作業Jの他に金銭を流通させる
写真 4r喫茶庖での現場実習」 ことで「働く j ことに取り組む学習を行った。 これは学級担
チームに分け，“自分たちで会社(J吉)を運営する"というも
のである。本校では，生徒が模擬屈を出してにぎわう学校行事の「ふれあいまつり」があり，
これまでも仕入れや販売で金銭の流れを学ぶ経験がある。 ここでは，実施する時期を自分たち
で決めることで， じっくり，しっかりと計画的に進められるように配慮した。 「社長Jr社員
(庖員)Jなど自分たちで分担をし，本校職員を客に見立てて模擬会社経営を行った。 「資本
をもとに何ができるかJ， rお客のニーズはつ」など話し合いおやつの時間をね らって」の
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戦略を立てることとなった。学習時間だけでは時聞が足りず，休憩時聞に準備をし，放課後残
って販売をすることとなった。その姿は学校行事のふれあいまつりの模擬庖以上の意気込みで
あった。 自分たちが全てを企画したとい う責任がそうさせたのではないだろうか。
(3)余暇
余暇の学習は 「余暇活動の幅を広げたり，ボランティア活動の大切さを知ったりする」こと
をねらいとして取り組んでいる。
図書館やプーノレ，またトレーニングジムなどの公共の施設を利用する学習を体験として繰り
返すことは、卒業後の休日の過ごし方の参考になっていくであろう 。
フラワ ーアレンジメン トの学習では自分の花器に自分流に花を生け，題を付ける。 さらに，
自分が飾りたい場所を決め，置いて学校の友達や教師に評価をしてもらう 。 これが一連の学習
となっている。また教室の外に自分たちでデザインしたハー ト型の花壇を造り，種を蒔き ，咲
いた花を利用する こともある。家庭訪問に行った際，家にフラワーアレンジメントを飾り，迎
えてくれた生徒がいて，学校の学習との連携を感じた。
漢字検定は資格を取る」という目的の余暇の一つであり，毎年受験をしている。それぞ
れの生徒の目標とする級をテキストブックを利用して黙々と練習する姿が凍々しい。
. - c圃・E・E・- 休日は，卒業後の余暇生活につなげることをねらいとして，
ボランティア活動に参加する経験を増やしている。 「因幡の手
づくりまつり」では，鳥取大学の学生さんと一緒におもちゃの
作り方を教えるボランティア(写真 5)をしたり，車イスマラ
ソンでは給水係をしたりした。やりがいのある経験をすることが
できた。 これからも，生徒が卒業後に一人で挑戦できそうなボ
写真 5rボランティア活動」 ランティア活動を紹介していきたいと考えている。
(4)教養
教養では基礎学力や日々のくらしに役立つ知識を身につける」をねらいに，将来の豊か
な生活に向けて役に立ちそうな様々な内容を 2単位時間(100分) x 2回ずつ程度で設定して
いる。
主な内容は，詩や和歌 ・俳句等，生活費と金銭管理，大人になるというとと(選挙や年金)， 
大人のたしなみ(新聞を読もう)，健康な食生活の知識，権利や法律，福祉サー ビスの利用，
世界の歴史や文化，外国語，恋愛 ・結婚 ・性教育，同世代の仲間との交流などである。
写真 6rゲストティ ーチャー
による学習」
授業の担当は担任外で 専門的な内容はゲス トティ ーチャ
.ーを招くなど様々な形態ですすめている。ゲストティーチャ
としては，学校栄養士，大学教授(鳥取大学，鳥取短気大学)， 
小学校教諭，元高校教諭，福祉関係者，本校養護教諭等であ
る。生徒たちが興味を持って取り組めるよう，担当者は事前
の打ち合わせを綿密に行うようにし，ねらいにそったワ ーク
シートを用意するようにしている。 (写真 6)
どの学習も 100分聞を感じさせないくらい，集中して取り組
み，自分の考えを発表している。知識を求めていることや学
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習する楽しさを味わっていることを感じる。ちなみに，夏の同窓会で，いろいろな講座がある
中で俳句」のグノレープを専攻科生が全員希望していたのには驚いた。春に俳句の学習をし
ておもしろいJr自分にもできるJと感じていたのだろう 。
交流も大切にしている。特に， 18 歳~ 20歳の同世代の仲間との交流はそういう考えも
あるのかj と，いろいろな価値観に出会え，青年期の自分づくりに役立つ。単に活動を共にし
て仲良くなるだけではなく，自分の思いを出して話し合うような場面を設定するようにしてい
る。
(5)研究ゼミ
ねらいは研究を通して興味関心ある物事への知識の深まりを図るとともに，コミュニケ
ーションと情報活用の力を高める」である。一人が一つのテーマについて年聞かけてまと
め，最後には保護者も招いて発表会を行う 。情報収集では インターネットや本で調べる(写
真 7)。ほかにも，自作のアンケートで仲間の意見を聞いたり，いろいろなパスを調べるために
休日に自分でパスを調べて乗ったりするなどの体験活動も取り入れ，主体的な姿が見られた。
発表会では，情報機器を使ったプレゼンテーションだけでなく ，自作のドレスを着たり，ミニ
チュアの列車を持ってきて走らせたりする生徒もいた。 どの発表も仲間や保護者から賞賛の声
が上がり，やり遂げた喜びと同時に自信に繋がる機会でもあった。発表することを目的として
学習がスタートしたのではあったが，調べているうちに， rもっと知りたい。Jrこんなことが
したい。」と 一つのことを深め，没頭できる時間でもあっ
た。昨年，パスの時刻表とバス停を黙々とパソコンに打
ち込んでいた生徒に字がたくさんで大変じゃない?J 
と尋ねた。 rv ¥1.，、え。パスに乗ってる気がして楽しい。J
という答えだった。結果ではなく，過程を楽しんでいる
姿であった。 この学習がきっかけになり，将来休みの日
に何かに没頭し，充実した余暇を過ごすことができれば
・ 1
と思う 。 写真 7rプレゼンテーションの準備」
5 専攻科の研究
本校では，平成 18年度より「自分づくりを基盤とした教育の創造」を全体のテーマに掲げ
研究を行っている。研究方法は，全体テーマをもとに，より具体的な学部テーマを設定し，実
践を通して研究を深めている。
専攻科では，学部研究テーマを考えるにあたり青年期の自分づくり」を大切にした内容
を考えていくことにした。 しかし，どのように学校生活が展開されていくのか具体的なイメー
ジがなく，生徒と共に生活を一つ一つ作っていくなかで，テーマを絞り込むことにした。学習
が進むにつれて課題となってきたのは，学習内容と支援についてであった。それは，自分づく
りの段階と青年期の特徴を考慮、しつつ，どのように活動を設定し，どのような支援をしていけ
ばめざす生徒像に近づくことができるかということである。
そこで，チャレンジを続ける生徒の姿を願い，専攻科テーマを「七転び八起きの自分づくり」
とし，研究に取り組むこととした。
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1) 18年度の取り組み
日々の学習を計画するにあたり，基本となる活動内容と支援について研究し，実践を行った。
その結果，学習の結果だけではなく，そこにたどり着くまでの迷いや葛藤をする時間を大切に
し，さらに，“振り返り，再チャレンジ"をする機会と時間を保障することで，より自立的な
自己肯定感が高まっていく。そのような活動を準備していく必要があることを確かめることが
できた。
(1)学習活動について
①始めから終わりまで生徒自ら(仲間とともに)考える。
②自己選択や自己決定をする場がある。
③体験や人との関わりを広げるための社会資源が活用できる。
@自分の行動を具体的に振り返ることができる。(自己評価・自己責任)
@再チャレンジできる。
(2) 支援について
①(活動前) 生徒の実態に合った適切な壁(目標)を設定する。
⑨(活動前半)接数の選択肢を用意し，自己選択や自己決定できる場を作る。
③(活動中盤)適切な位置をとり，じっくり待ち，見守りを基本とした支援をする。
@(活動後半)視覚的な支援も含めた，より具体的に振り返ることのできるようなものを
提示する。
⑤(、活動後) 次の毘擦につながるさらなる課題を設定する。
(3) まとめ
成果として，指示持ちではなく，生徒が自分で、考えて教師や友だちに話しかけるようになっ
たこと，経験の枠に留まることなく意欲的に選択して活動の幅を広げることで利用できる社会
資源、が増えてきたこと，そして，核心に触れる振り返りができるようになってきたことなどが
挙げられる。
課題として，少し高い課題の設定方法，生徒の自立度を高めることに効果のある見守り支援
について，記録の取り方や評価の仕方 5領域の教育課程の吟味，学習形態の吟味を次年度へ
引き継ぐこととした。
2) 19年震の取り組み
18年度の取り組みの一つである「始めから終わりまで生徒自ら(仲間とともに)考える j
をさらに深め， ["話し合い活動Jを中心に研究に取り組んだ。
理由として，生徒が 3名から s名になり，いろいろな意見や考えが出されるようになったが
まとまらずに回ることがあったり，自分のベースでの活動にはじっくりと取り組めているが，
仲間を意識した行動やコミュニケーション面ではそれぞれが課題を持っていたりしたからであ
るo そして，この「青年期に，仲間の中で」という環境では苦し合い活動j を行うことは，よ
り自立を意識した「自分づくり j を支えるために有効な活動ではないかと考えたからである。
自己肯定感を支えるための授業づくりとしては， ["くらし」と「労働Jで取り組んだ。["くら
しJと「労働」は話し合い活動を中心に進めることができる，集屈で行うことが多い，実
際に行動するJ活動であり，他者との慣わりが広がる機会であると捉えているからである。ま
た，現在の生活や将来の生活をより豊かに送っていくための知識や技能を身につけることので
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きる学習でもある。
(1)研究内森について
昨年度の諜題を吏に深めるために以下のような研究内容を設定したo
①話し合いの中で理由づけした自分の意見を持ち，相手の意見も受け止め，さらに考えをすり
合わせていく過程や変化を捉え，心を揺さぶることができるような話し合いになるように，
適切な目標設定や内容を探る。
②生徒自身が学習を振り返る「振り返り表Jを活用し，客観的に自分を捉える視点を育て，さ
らに課題を仲間や教師と共有することで次への意欲へつながるような内容を考える。
③“原案作成→提案→話し合い→実践→振り返り"の学習形態を通して，自己選択をするため
に筋道を立てて考える力の育成と，自己決定できる教材を考える。
④記錬・評価の観点を整理し，積み上げができるものを考える。
⑤見守り支援についてまとめる。
(2) 取り組みの様子
生徒たちは，自分づくりの実態(注 2)では， r自制心芽生えの持期(3歳半)Jから f価値
的自立の始まり(14歳)Jの中にいる。この中でも特に節目として考えられるのはできる・
できないの理解と葛藤(4歳半の節)Jや社会的自我の芽生えとして みんなの中の自分・自
他の表面的な理解が始まり 「もっと~したほうがよい。だからがんばろう」という 5歳半の
段階， そして「他者の視線に気づき自分の現実を受け入れていかなければならない葛藤の時期
( 9歳)Jであり，まさにそれぞれの生徒がその段階で揺れ動いていた。
そこで，これまで生活の中から挙がってきたこと，学習の中で決定していくことについて議
題を設定し話し合いを行ってきた O 議題としては登山に行こう Jr研修旅行Jr宿泊学習Jrふ
れあいまつり Jr学級の役割を決めよう Jなど多岐にわたっている。
「話し合しリにあたって，まず押さえておきたい態度部のスキルに着目した。「姿勢を良く
する Jr返事をするJr間く人の方をみる Jr最後まで聞く j など，どれも生活の中で大切にし
たいことがらであった。
次に，話し合いの流れとしては，議題に対して自由に意見を発言するようにしていたが，少
し内容が接雑な場合は整理したり，発言に自信の持てない生徒も発言しやすくするために「話
し合いメモJを用意し，一度 f書く」という作業を行ったりしてから話し合いを行うようにし
た。基本的な話し合いの流れは，話題について自分の意見を持つ→理由をつけて，意見を出
し合う→分類する→つなぎ合わせまとめる(意見を集約する)とした。
特に「相手の発言を受け止めるJということは棺手を認める」ということがベースにな
っているように感じた。この行動は自分づくりの段階ともマッチし，生徒にとって乗り越える
ことの難しい課題でもあった。
ふれあいまつり」をテーマにした学習を行った o 議題として自分たちができる屈を考
えよう j という投げかけをした。これは「したしリだけではなく当日までの時間や自分た
ちの経験をもとにし，客観的な視点も取り入れながら自分たちだけでやり遂げられること」を
考えてほしいという麟いからであった。最初の話し合いの中では子どもが食べるからカレ
ーは甘口がいい。 Jrピデオはボケモンやアンパンマンにしよう。 Jなど，他者(お客さん)の
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視点に立つての発言が出始めていた。しかし役割などについては，教師の rEj分たちだけでで
きるの?Jという心配をよそに「大丈夫です。 j という返事であった。結巣 4つの症を開くこ
とになった。しかし，ニ人グループでは仕事が大変で，休憩がとれないことに気づいている生
徒は一人だけであった。そこで，練習で模提肢を行い，実体験することで問題点に気づき，話
し合いを行い，運営方法について考えていくことにした。
模擬胞の練習では大丈夫Jの返事とは裏臨に，どこもてんてこ舞いであった O 体験もさ
めないうちの話し合いではニ人では無理。休憩したい。どうすれば，休憩ができるか。 j
fボランティアを頼む。 Jrバイトをやとう。 Jr合体する。 Jrローテーションをする。」と表を
見ながらみなで思案した。そして 2日にわたる話し合いの中で，少しずつ全員が納得できる
考えに近づいていったのである。
(3) まとめ
生活の中から出てきたこと，共有できること，自分の利益に関わることに関しては，自分の
意見を持ちやすく活発な話し合いとなった。体験があってこそ，振り返ることができるという
ことも実感できた O そして，再チャレンジをすることで fよかったJrできたj だけではなく
「まだまだJr大変だったj という感想もでてきた。「七転び八起き j の「転ぶJという体験
は，決してネガティブな失敗ではなく迷し、Jr悩みJと捉えることで，自分づくりを支え
ていけるものとなる。そして自分づくりには，仲間を含めた人間関係づくりが大切であり，い
つも同じではなく変化していく入院関係が豊かな心情を育んでいくものであることが分かっ
た。そのためにも生徒一人一人の日々の変化をきちんと捉えるようにしていきたい。
3) 20年度の研究について
新しい仲間を迎えた専攻科では，昨年度に引き続き，さまざまな学習で話し合い活動に取り
組んでいる。いつも「話し合しリを行っているので，生徒たちは，何かあると f話し合いをし
よう。」と自分たちで解決しようと行動することが多くなってきている。しかし，自分の意見
を主張することはできるが，その主張が思いつきや雰囲気によるもので，なかなか意見が積み
上がりにくかったり，まとまりにくかったりしていることがあった。せっかくの葛藤をうまく
昇華できないでいた。また，司会者も話題を深めたりまとめていったりする方法に困り，結論
のでないことがあった。これらは自分自身を納得させる理由Jを考えたり表現したりする
ことの未熟さからくるものであるように感じた。
そこで，昨年度も取り組んだ「話し合い活動j を継続して行いながら，より自分の意見(考
え)をじっくりと深めるための「すじみちを立てて考える j ことを研究テーマとした。 fすじ
みちを立てて考える力を育む」ことで，自分の考えに自信が持て，より豊かに表現することに
つながり，また，相手のことも受け止めることができるようになり，客観的に「自分j を見つ
めることができるようになるのではないかと考えた。
このような内容を研究するにあたり，全体で広く話し合うというような学習は「くらしJr労
働Jr余暇」を中心に，個人でじっくり考えたり活動したりする学習は「研ゼミ Jr教養Jrく
らし(食)Jの中で取り組むことにした。その中でもすじみちを立てて考える j を大切に
し，自分の興味あることをじっくりと調べたり，まとめたりしてみんなに伝える活動を行う「研
究ゼ、ミ j を軸にして，研究を進めていくことにした。
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(1)取り組みの様子
まずすじみちを立てて考えるJことと「自分づくりj， 1めざす姿」についての共通理解
を行った。(資料 2)
すじみちを立てて考えるカとは
-主語を意識して話ができる。
。理由をもった意見を言うことができる o
-原因と結果が分かる。
I~ なので， J I ~そのわけは， J 
・自分中心の説明から，客観的な説明ができるようになる。(ぼくは→父は~)
. 5W 1 Hを意識しながら，文章を組み立てることができる。
・時間的 )1慎序を意識して話をすることができる。げ合めに次 lこ ~J
-いろいろな考えに対して，自分で分析したり，比較したり，関連づけたりする。
-説明の係長IJにそって話ができる。
全体→部分
大きい情報→小さい情報
概要→詳細
※これらは，集聞の中で培われることが多い。;
g “七転び八起きの自分づくり"に向けて
-自分を客観的に見つめることができる。
3 ・振り返りの質が高まる。
話し合いの質が高まる。
-自分で問題解決するカがつく。
'・考えるプロセスを楽しむことができるようになる。
-自己コントロールするカが脊つ。
-より納得した自己選択，自己決定ができる。
-相手を思いやったり，気遣ったりすることができる。;
，ーそのための手だて・支援 a
-書いて考える。話し合い:
メモの活用
・意見を言うとき，理由を:
添えるよう促す。
-相手の意見を最後まで閤;
くように促す。
-活動後の「学習振り返り:
カードj で，客観的に白;
分を捉えるようにする
'---ーー同司---ー司同担司自ーー畑町句"ーーーー時間鼻血ーーーー句、匂但ーー司即ー阜、ーーー--“ー-----ー古田品目ー田町句ーーーー即時ーーーー冊目白血ーー何台司自ーー匂悶'
めざす変容した姿
(仮説の全般的評価のめやす)
， .友だちの話を最後まで聞くことができる o
， .発表を開いた感想を理由を添えて言うことができる。
，・瑳由を添えて自分の意見を言うことができる。
:・お互いの考えを認め合うことができる。
1・筋道を立てて考え，分かったこと，納得したことに喜びを持つ。
資料 2 すじみちを立てて考えるカと手だて・評価の視点
山本恭子他:鳥取大学~付属特別支援学校の高等部専攻科における取り組み
30 
次にすじみちを立ててJに関わる観点を絞り，実態把握を行った。
① WAIS-ill (成人知能検査)の中から関連項目を分析し，つまづいているところを採る。
②不足している内容は新版K式などの検査項目を参考に，取り出して検査を行う。
現在，分析を通しておぼろげながら見えていた生徒の姿がはっきりとし，目標や支援につい
て具体的に挙げることができつつある。
また，全体研究で行っている「段階別教育内容表の改訂j に関わり， r社会生活プログラムマ
ニュアルJとの関連も悶りながら，教育課程をまとめている。
研究ゼミのテーマの決定は，意欲や興味を大切にし自分であるいは家族と相談して決めてい
る。テーマ決定の後は，内容，調べ方，スケジューノレなどの計画を立てていった。調べ方の中
には，必ず「校外で行うこと Jや「体験すること j など自分から社会へ関わっていくことを入
れるようにした。まとめ方も自分で工夫するが，基本的にはプレゼンテーションソフトを利用
しでまとめるようにした。これは，全員がパソコンが好きであるということと，スライドシー
トを )1慎番に作ることで「これができたら次はこれJと考える流れが分かりやすくなると考えた
からである。また，シートは視覚的な情報であり， r考える j 場合に言葉だけよりも生徒にと
って支援となると考えたからである。
生徒たちは自分の興味あることについて黙々と調べてきた。活動は，およそ調べる 2割，パ
ソコンでまとめる 8割のバランスである。特に f調べようと思ったわけj と「自分の主張j に
ついては fなぜj と問いかけを繰り返し，自分が調べている内容を確認するようにしてきた。
7月に学級で全員のプレゼンを見合った。お互いに「良い点j と fアドバイスJを話し合っ
た。その中で「アドバイス」を受け止めることができるか心配したが，文字の間違いや説明不
足な点，また文字の色など，自分が工夫したものではあるが，相手の立場に立って見た場合に
分かりにくかったり，読みにくかったりすることを素直に受け止めていた。さらには一人でこ
つこつと直す姿が印象的であった。「すじみちを立てて考えるJということでは，現在集めて
いる「証拠」をどのようにつなげたりまとめたりするかを，それぞれの実態にあった支援を工
夫し，達成感のあるまとめとしていく予定となっている O
6. 専攻科生の育ち
今年の 3fJ ，専攻科第一期生が卒業した。それを期に専攻科教育を振り返ろうと保護者(1， 2 
年)にアンケートをとった。設問は，①専攻科教育で本人の成長や変容を感じられたところは
どんなところですか。②高等部本科の発展として，専攻科の良さはどのような点にあるとお考
えですか。③ご家庭で介助や支援を減らして見守り，本人に大人として接したり，任せたり，
自己選択したりする場面はどのように工夫されましたか。であり，以下のような田答が寄せら
れた。
①については自分で考えて行動する場面が増え，積極的に外へ出かけるようになった。交
通機関や施設などに自分で事前に電話で交渉したりもできるようになった。 Jr今まですべて
人から指示されないと行動できなかったが，自分で考えて行動できるようになってきた。 Jr自
分の考えを迷わず話せるようになった。 Jr自分のことしか考えられなかったが，友だちゃ仲
間との関わり方が分かつてきたように思う。 Jr家族の一員として，家の手伝いを自分からや
ろうとする姿が多く見られるようになった。また就寝時刻など明日の予定を考えて調整したり
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もできるようになった。 j などである。
②については， i自分たちで，計画→準係→実行という経験が多く，充実感や達成感を味わ
う機会が多い。 Ji自分たちで考えて行動すること Ji年齢に相応しい，興味関心に基づいた学
習が積み重ねられる。 Ji育ち合う仲間集団として，青春時代を満喫できる。 Ji働くことだけ
でなく，生き方が学べる。 Ji毎日の学習が，実生活や社会生活に基づいている。 Jなどであっ
た。
③については年金の受給手続きや銀行の利用の仕方など一緒に行くが，できるだけ本人
にさせるようにした。 Ji自分で計画したことにはあまり反対せず，小旅行など行かせるよう
にした。 Ji私服登校になり，毎日着る服は自分で考えさせるようにした。 Ji周りの方々の理
解を広げる場を持ちながら，一人で行ける行動範閤を広げていった。 Ji v、ろいろな場面で本
人の意見を聞いて自分で考え，決めさせるようにした。」などである。
以下は，教師の白から見た成果である o ①自信をもってさまざまな活動に取り組むことが多
くなった。何かあると教師の顔を見ていた生徒たちが，まず自分で考えてみようとする姿に変
わってきた。分からない言葉や漢字があると，以前はすぐに人に聞いていたが，自分ですぐに
辞書を引いて調べるようになった。調べること自体を楽しむ様子も伺える。②大人としての自
覚ができてきた。自分や友だちの 20歳の誕生 Bを特別な思いで迎える o 選挙権・基礎年金の
手続きなども始まり，家族と離れた生活・グループホーム生活などを現実的に考え始める o 特
に2年生は，下級生に対する素住惑から自己有能感を高めていく。毎日新簡を開くことにも抵
抗がなくなり， 1をや事件などの社会ニュースを友だちと会話したりする姿がある。③多くの人
との関わりを通して，人に自分から話しかけたり，大きな声で話したりできるようになった O
友だち同士の関わりも増え，自分のことしか見えず意見を譲れなかったのが，人の意見に耳を
領けたり，自分を振り返ったりできるようになりつつある。④多くの社会資源の存在を知り，
活用できるようになった。これはきっと卒業後の余暇の充実や闘ったときの支援のネットワー
クにつながるだろう。⑤卒業後の進路において，自分が何をやりたいのかはっきり分かり，納
得して進路を自分で決めることができた。これは何より嬉しいことであった。
3名の修了生の進路は，企業(鳥取大学学生協の食堂)と通所授産施設，そして洋裁の専門
校である。それぞれが， rもらった給料で休日には汽車の旅行をしたい。 Jr慣れてきたら，喫
茶の部門にチャレンジしたい。 Jr自分でデザインした洋服を自分で縫いたい。 j など，そこで
どんなふうにしたいのかイメージし，夢をもって進路を決めた。そして現在，それぞれが自分
の思いを実現させながら充実した生活を送っている。先日のふれあいまつりでは，事前に傘踊
りの指導に来てくれたり，飛び入り参加して，専攻科生と一緒に「しゃんしゃん傘踊り」をス
テージで披露してくれた。また，“卒業生のJ吉" (模擬J吉)もオープンし，大盛況であった。
一方では，地域の行事浦富マラソンj にも参加し， 1. 2年生とも交流を深めた O とても頼
もしい第一期生である。そうした先輩の姿を見て，後輩が受け継ぎ，伝統をつくっていくだろ
うという手応えを感じている o
専攻科の生徒たちは，多くの入や仲開と関わり合いながら，いろいろな活動を通して，葛藤
し，新しい価値観に気づいたり，自分の良さを発見したりして自分を見つめ直し，自分づくり
をしてきた O 保護者アンケートからも，自己実現に向けてより豊かに心が育ってきていると確
信している。これは，学校だけでなく，家庭の協力のカも大きい。
山本恭子他:鳥取大学附属特別支援学校の高等部専攻科における取り組み
32 
7.おわりに
菌公立初の専攻科として 3年目を迎えた現在も県外からの視察が絶えなく，全国で専攻科
教育への関心は高い。 1年間，試行錯誤しながら生徒たちと教育課程を作り上げてきた本校高
等部専攻科であるが，今では恒例の専攻科行事もでき，専攻科の教育課程が確立できつつある。
成長する生徒を見て，専攻科教育の意義の大きさを知ることができた。「青年期の自分づくり J
をベースにしながら， I学校から社会へJI子どもから大人へj と移行支援に取り組んできた
が，今後は 2カ年教育課程の再構築の必要を感じている。また効果的な学習形態を工夫した
り，全国の専攻科を志向する人々との交流を大切にしたりしながらさらなる検証と発展に努め
ていきたい。そして，少しでも早く，県内外の国公立の特別支援学校に専攻科ができることを
期待している。
《注》
J) r自立を支援する社会生活力プログラムマニュアル」知的障答・発達隊筈・高次脳機能障害等のある人
のために 奥野英子他著 日本リハどりテーション連携科学学会・社会リハビリテーション研究会企闘
2) r自制心芽生えの時期Jなどについては，鳥取大学F付属特別支援学校「自分づくりの段階表j，渡部昭
男・寺川志奈子監修 p自分づくり j を支援する学校J明治図書， 2005年， 28 ~ 30貰を参照のこと
。??
